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Ｊ
Ｒ
函
館
駅
の
西
隣
に
函
館
朝
市
が
あ
る
。
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
約
１
万
坪
）
の
敷
地
に
約
２
５
０
店
が
営
業
し
約
１

０
０
０
人
が
働
い
て
い
る
。
北
海
道
新
幹
線
開
通
後
、
初

め
て
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
、大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。

　

近
年
、
施
設
の
改
築
や
魅
力
づ
く
り
が
目
を
引
く
。
海

鮮
丼
や
活
イ
カ
で
人
気
の
「
ど
ん
ぶ
り
横
丁
市
場
」。
活

イ
カ
の
釣
り
堀
が
あ
り
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
で

海
鮮
の
五
色
丼
な
ど
が
食
べ
ら
れ
る
「
え
き
に
市
場
」。

一
昨
年
３
月
に
新
築
し
た
「
函
館
朝
市
ひ
ろ
ば
」
に
は
広

い
休
憩
・
飲
食
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
屋
内
店
舗

な
の
で
、
冬
で
も
雨
天
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
朝
市
仲
通
り
や
巴
通
り
に
路
面
店
が
軒
を
連
ね
、

「
塩
干
（
え
ん
か
ん
）
市
場
」
や
「
き
く
よ
食
堂
」
な
ど

の
有
名
店
も
あ
る
。

　

函
館
朝
市
は
１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）、
食
糧
難
の
終

戦
直
後
、
近
郊
の
農
家
が
列
車
で
野
菜
を
運
び
、
函
館
駅

前
広
場
の
片
隅
で
立
ち
売
り
を
始
め
た
の
が
発
祥
。
青
函

連
絡
船
で
青
森
か
ら
は
統
制
品
の
米
も
持
ち
込
ま
れ
、
闇

市
の
一
部
と
み
な
さ
れ
た
。梱
包
用
の
新
聞
紙
が
散
乱
し
、

露
店
取
引
追
放
運
動
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

１
９
４
９
年
、
統
制
経
済
が
解
か
れ
、
当
時
の
函
館
、

亀
田
、
上
磯
、
七
飯
、
大
野
の
５
農
業
協
同
組
合
が
渡
島

農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
設
立
。
翌
年
、
国
鉄
の
行
商
列

車
再
開
に
合
わ
せ
、
鉄
道
荷
さ
ば
き
所
前
に
朝
市
を
開
設

し
、
そ
の
後
市
役
所
横
に
移
っ
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
54

年
当
時
、
野
菜
生
産
者
の
行
商
人
は
６
０
０
人
か
ら
７
０

０
人
い
た
。
さ
ら
に
、
鹿
部
、
砂
原
、
森
方
面
か
ら
、「
ガ

ン
ガ
ン
部
隊
」
と
い
わ
れ
る
鮮
魚
の
行
商
人
も
集
ま
り
、

平
日
で
も
１
万
人
以
上
の
市
民
が
殺
到
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル

も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
同
組
合
連
合
会
が
朝
市
の
管
理
運

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
以
来
、
函
館
朝
市
の
担
い
手

は
協
同
組
合
で
あ
る
。

　

１
９
５
６
年
、
朝
市
は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
函
館
駅
西
側
に
移

転
。60
年
代
前
半
ま
で
に
施
設
や
道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

現
在
の
朝
市
ゾ
ー
ン
が
で
き
、
約
４
０
０
軒
が
店
を
構
え

た
。
函
館
朝
市
は
、
名
実
共
に
、「
新
鮮
で
安
い
市
民
の

台
所
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
朝
市
が
大
き
な
う
ね
り
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
１
９

６
０
年
代
前
半
か
ら
、住
宅
が
郊
外
に
広
が
り
、ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店
。
対
面
販
売
か
ら
、
陳
列
棚
で
の
セ

ル
フ
販
売
に
な
り
、
消
費
者
の
意
識
も
変
化
す
る
。

　

追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
１
９
７
５
年
、
朝
市
に
近
い

錦
町
に
、
競
り
を
行
う
中
央
卸
売
市
場
が
開
場
。
函
館
朝

市
は
野
菜
や
鮮
魚
な
ど
、
生
鮮
食
料
品
の
流
通
拠
点
の
地

位
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
朝
市
は
、
カ
ニ
や
メ
ロ
ン
な
ど
の
土
産
品
を

扱
う
観
光
化
を
図
っ
て
い
く
。
１
９
７
６
年
の
米
国
、
ソ

連
の
漁
業
専
管
水
域
２
０
０
カ
イ
リ
宣
言
も
痛
か
っ
た
。

北
洋
漁
業
に
大
打
撃
を
与
え
、
漁
船
乗
組
員
や
市
場
関
係

者
に
定
食
を
提
供
し
て
い
た
食
堂
も
、
観
光
客
向
け
の
営

業
に
変
化
し
て
い
く
。

　

し
か
し
、
観
光
客
か
ら
「
土
産
を
送
っ
た
が
腐
っ
て
い

た
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
日

に
食
べ
る
市
民
相
手
の
商
品
と
、
日
持
ち
が
必
要
な
観
光

函館市

函館朝市

「えきに市場」の中央にある活イカの釣り堀。その
場で刺身にしてくれる。料金は時価だが、この日は
調理代込みで680円。１月～５月はヤリイカ、６月
からはマイカになる
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客
向
け
の
土
産
品
は
、
加
工
も
梱
包
も
輸
送
も
違
う
。
土

産
用
の
高
級
品
を
並
べ
る
店
が
増
え
て
く
る
に
従
い
、「
朝

市
は
値
段
が
高
い
」
と
い
う
不
満
が
出
て
市
民
の
足
が
遠

の
い
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
８
８
年
の
青
函
連
絡
船
廃
止
。
そ
の
前

年
、
朝
市
に
６
つ
あ
る
協
同
組
合
な
ど
が
結
集
し
て
、
函

館
朝
市
協
同
組
合
連
合
会
を
創
設
し
、
死
活
を
か
け
た
挑

戦
が
始
ま
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
さ
い
っ
ち
ゃ
ん
」

と
「
函
館
朝
市
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
。「
函
館
朝
市

推
奨
店
５
カ
条
」
も
つ
く
っ
て
啓
発
も
図
っ
て
い
る
。
①

強
引
な
客
引
き
は
し
ま
せ
ん
②
親
切
な
接
客
態
度
に
努
め

ま
す
③
商
品
の
価
格
と
説
明
を
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
④

名
刺
等
の
連
絡
先
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
⑤
元
気
と
笑
顔

を
絶
や
し
ま
せ
ん
─
と
掲
げ
る
。

　

い
ま
、
日
本
人
旅
行
者
の
増
加
は
、
売
り
上
げ
に
直
結

す
る
の
で
、
新
幹

線
の
効
果
に
期
待

が
集
ま
る
。

　

函
館
朝
市
の
営

業
時
間
は
お
お
む

ね
午
前
６
時
～
午

後
２
時
ぐ
ら
い
ま

で
。
水
曜
定
休
が

多
い
が
、
店
舗
に

よ
っ
て
違
い
が
あ

る
。食
堂
な
ど
は
、

数
は
少
な
い
が
、

夜
ま
で
営
業
す
る

店
も
あ
る
。

観光客で賑わう函館朝市の仲通り。本格的な観光シーズンを迎えて北海道新幹線による来客増加に期待が集まる

「
え
き
に
市
場
」２
階
の
食
堂
で
は
、５
０
０

円
で
海
鮮
の
五
目
丼
が
食
べ
ら
れ
る


